
奴文丈丘,~·1z. 

.. 

TA1<..lf7osH/-SA切 11'9ヽ .,. 

「発掘情景 ー荒JII 2遺跡にて一」 米沢市徳町佐藤高義

財団法人山形県埋蔵文化財セ ンター

YAMAGATA PREFECTURE ARCHAEOLOGY CENTER 

〒999-31 山形県叫l市弁天 :n:115番lサ TEL 0236-72-5301(代） FAX 0236-72-5586 

ISSN 1341-4046 

~§ 
~.11 = 
1996年8月1日

• 第5号



雌文やまがた '96.8.1 第5サ

平成8年度の事業概要

1. 埋蔵文化財の発掘調査事業

発掘調査は日本道路公団 • 山形県から委託を受け，高速迫路や一般逍の建設整備に先だって尖施します．

今年度は17追跡， 而積にして158,4-00平力.mの調査が予定されています．

調査面積 現地調査期間

市町村 遺跡名 時代区分 定義 ：平方m 開始 終了

1 斗::rJ~ i1了 荒川2辿跡 平安 集落跡 12,300 5/ 9 ～ 9/28 

2 ,,. 西町田 F遺跡 I/ /,, 9,800 5/ 9 ～ 11/ 1 ----- . . . 
3 遊佐町 木戸下辿跡 ，，， ，，， 1,800 5/ 8 ーL 6/22 

- -

4 lj 上高田逍跡 ~ ，， 2,790 5/ 8 ～ 9/14 
- . 

5 戸沢村 津谷辿跡 縄紋 I,, 2,080 5/ 8 ～ 7/19 

6 南陽市 植木場一遣跡 ,,. 
，' 3,000 9/ 3 ～ 11/30 ----- - . 

7 高畠11rr 宮下辿跡 11 ケ 1,500 7/ 9 ～ 9/13 —--- -・ —- - ---

8 I I l1fJr打 北柳l遺跡 11 ~ 8,500 5/ 9 ～ 9/ 7 ， ，， 北柳2造跡 ,, I,, 

10 寒河江市高瀬山迫跡 (HO) 奈良 ,, 4,200 11/ 6 -- 12/19 
11 ,, 三条辿跡 縄紋～平安 I/ 16,900 4/23 ～ 11/ 1 
12 ,, 高瀬山俎跡 (l期） II」石器～平安 ，，， 12,130 4/23 ～ 11/14 
13 ,,. 齢頼山辿跡 (2期） 縄紋～平安 ~ 41,700 4/25 ～ 11/14 

14 ,, 高瀬山追跡 (SA) ,, ケ 10,000 7/25 -- 11/13 
15 ，，， 落衣長者屋敷遺跡 平安～中世 ，，， 17,700 4/24 ～ 7/17 
16 ，，， 木ノ沢楯跡 ,, 城館跡 3,200 5/ 9 7/18 -—— 
17 西川町 睦合館跡 中世 ，，， 10,800 7/25 ～ 11/ l 

津谷遺跡、竪穴建物跡検出状況

津谷遺跡調査説明会

本

海

飛島

秋

幽し 田
木戸下遺跡●

鳥海山

日 ●上高田遺跡

跡

跡

遺

館

跡

条

合

遺

三

駿
●

f

最
I

轡

．[i
5

／
 

ー患

川

▲
i

白
”新

●津谷遺跡

●北柳 1遺饒
北柳2遺饒

▲
i
 

~-

宮

城

▲
i
 

／ノ 福島

2
 



'96.8.1 第5サ 地文やまがた

2. 整理 ・報告書作成事業

発掘調査の成呆を報告i・性にまとめ，保存と活）11及び保護忍想の醤及に役立てます・

賂埋 ・報告得作成作業は4月から来年 3月までかけておこなわれます．

出土文化財

市町村 遺跡名 時代区分 定義 ：箱 事業内容

l I柑JII Ulf 山屈・辿跡 縄紋 集落跡 1,215 報化・.背作成 (9年度liJ行）

2 ，，， 水沢館跡 中世 城館跡 l 報行瞥印刷 (8年度刊行）

3 l1 札111111!1,fJ且他が 近 111.- I,, 1 ケ (8 jド）変}IJ1子）

4 寒河江市 平野山古窯跡群12地点 平安 窯 跡 750 報告曹作成 (9年度刊行）

5 ,, 店j杉公l(j且跡； ，，， 梨格跡 45 整理作菜

6 I,, 高松HI辿跡 ，，， 

‘‘ 
22 11 

7 ,,, 窮111追跡 JU石器 生廂跡 250 報;1j-.;:t:: 作成 (8年度刊行）
8 I,, 宮山 2辿跡 平安 集落跡 25 ,, （ I,, ） ， 朝II村 野新Ill辿跡 縄紋 ，，， 404 報勾｝印屈I] （ ，，， ） 

10 賠岡市 後用辿跡 平安～中泄
‘’ 

52 ,,.. （ I/ ） 

11 ,,. j(j直lサ且視I; 平安 ，，， 1 4ヽ （ 1/ ） 

12 ,, 塔の腰辿跡 平安～中世
‘’ 

40 報告粛作成 （ 9 ） 

13 酒仕Idi 士崎辿跡 1- l1 25 ,, （ ，，， ） 

14 ,,. 梵天塚辿跡 I/ ，，， 22 ，，， （ ，，， ） 

15 ,, 中谷地迫跡 平安 // 26 ，，， （ ,,. ） 

3. 研究• 普及事業

埋蔵文化財保設にI見する研究と1呆設息想の醤及を目的とした活動をおこなってます．

■調査説明会

発掘調森している辿跡で説明会を開催します．また調査説明賓料を刊行 して配布し ます．

●出土文化財の保管と活用

出 I・.文化財及び調査記録写真の展示会等への貸出をおこなっています．

■情報資料の収集活用

図害データベースの作成，遺跡データベースの研究などをしています．

●広報誌 ・年報の発行

J里蔵文化財に関する情報，調在研究の成果を紹介してます．

■全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会の開催

10月3・411に仝埋文協の研修会が，山形市を会場に開かれます．メインテーマは災害と考古学です．

宮山遺跡の石器剥片接合作業 山居遺跡の土器復元作業
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図臼岱営~@拭
落衣長者）至敷逍跡は，寒河江市街地の南西に位岡し

ています．ちょうど高瀬I廿辿跡の西隣にあたります．

1994年から今年にかけて束北柚断自動ii(迫洒田線の建

設に先立って発掘調査をおこないました．

奈良時代から平安時代にかけての集落跡のほか，室

町時代この地に創建されたと伝えられるlコ洵院という

お寺跡との関連が注目されるいくつかの発見がありま

した．

ここで紹介する石井・の井戸跡もそのひとつで，県内

での調査例は非常に少なく ，その構造を知る うえで費

韮な成果が得られました．

▲ さらに広げると， 拳より大きい石が環になってで

てきました．石組みの井戸のようです．

~ 石組みがあるため井戸の外側から

掘り始めます．

ベル トコ ンベアーをつかい，掘った土

を運び出します．

とても大がかりな調査です．

アルミ製の電動式ベル トコンベアーな

のでうるさ くあり ません．
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▲ 落衣長者屋敷遺跡の調査状況を東から見ていま

す．奥に雪帽子の「月山」が望めます．

▼ だいぶ石組みの井戸側が見えてきました．

川原石を使い， しっかりと積み上げています．

石組みを平面から見ると，内径70cm, 外形130cm,

放射状に約20個で一周するように作られています．

川原石は扁平なものを使用しています．長径30cm短

径15cm前後，厚さ12cm前後，重さ5kgほどです．

―--~,,,;;』 --"'!.-"""-- • は出 • ,． • 、、~ ---- ~_rs.. 
. . t7匂

.. _ .. :J}-

~ 

▲ ようやく掘り上がりました．ここまでくるのに約

10日問かかりました．

井戸のまわりの土の堆積状況もよくわかります．

井戸の規模は掘り方が東西3.2m, 南北2.Smの楕円形

で，深さは3.1mあります．

井側の内径は70cmあります．

おしいことに上段は崩れ落ちていましたが，残ってい

るところで石組は26段まで数えられました．

（黒坂雅人）
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土 修復作業

5
 

修復の材料と用具

1 修復材料G.C.テックス（空き缶に入れています）

2 ゴム椀（通常は石膏を溶＜容器です）

3 スプーン（大きい方が扱いやすいです）

4 パレットナイ フ （油彩画用の刃が長くないもの）

5 ペインティングナイフ （油彩画用）

6 画筆（アク リル絵具用）

7 水差し（水の量の調整が楽です）

8 水入れ容器 （コヒーの空き瓶などでよいです）

▲ G.C. テックスをスプーン

でゴム椀に適蜃と ります．

▲ 水を少しずつ加えます．

アイスクリームより少々固いくらいに，~

パレッ トナイフでよく混ぜ合わせます．

6
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~ 土器の内側にし っ かりと受け型を作り ， 伸縮包帯などで

固定します．パレットナイフやペインティングナイフで

G.C. テックスを充填していきます．

▲ 全体のバランスを考えながら，慎重に

修復作業が進められます．

(,  

さあ ， そして完成です．充実感 ~

に満ちた誇らしげな顔！

●従来の土器の復元方法

これまで土器の復元は， 破片を接滸剤で接合し， 欠

損部分に石秤を補充する方法が一般におこなわれてき

ました．しかし石西自体が抱える耐久性と強度の不足，

質感の遥い， 作業性の悪さなどの欠点がありました．

とくに作業性は難易度が糾く，作業貝の技術に頼る面

が多いも のです．手先の器rnな人は上手くでき，そう
でも無い人は土器を真っ白くしてしまう ようなこと も

起こ っていました．

●土器修復材料としての条件

1. 長期の保管にも耐えられるように，十分な強度と

耐•久性を保つこと ．

2. 土器の材質や状態に合わせて，強度，質感などを

変化させられること．

3. 修復する土器の状態に合わせて成形，1Jll工，補彩

等の作業が簡単におこなえて作業の安全性も届jいこ

と．

4. 補修したあとでも，必要に応じて十．器から取 り外

し，再修理が可能なこと．

▲ 乾いた後に削らなくても良いように，きれ

いにヘラで撫でたり ，紋様を付けて仕上げ

ていきます．

●新 しい土器修復材料

以上の条件を満たすことをU的に新たに土器修復材

料が開発されま した．

新しい土器の修復材料は，特殊モルタル（エレホン

# 415)とEVA(エチレン酢酸ピニールエマ）レジョン）

という合成樹脂ポリマーに，シラスマイクロバルーン

と水を混合して硬化させるものです．これは硬化した

後でも切削が可能なものです．

効果は強い接滸力，強度と耐久性， 」：器に類似した

多孔質の質感，そして作業性の向上が上げられます．

とくに石料のように土器を汚すことなく簡単に充瑣

でき，硬化段階に合わせて各稲の加Tや施紋ができる

利点があります．

参考脊料： 今津節生 「石付にかわる十．器の修復材料」

1993年12月211:1より
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重要文化財の指定

平成8年6月2711付文部省古ホ第129号により，高

吊町押出追跡出土の彩漆土器ほかが，同の直要文化

財に指定されま した．

米沢盆地北束部の拙畠町は， 11向洞穴をはじめと

する縄紋時代の起源にかかわる多くの洞穴辿跡が点

在しています．この蔵工連峰の山据に1)付けた平野部に

は，大谷地と呼ばれる泥炭罰地幣が広がっています．

押出追跡では昭和60年か らの 3カ年の調査で，こ

の泥炭I界中に縄紋時代のムラがそのまま埋もれてい

ることが判り］しました．特に与真の彩漆」：器をはじ

めとする漆製品にはtiを見張るものがあります．

""' 
さいしつ

彩漆土器

口縁部に列孔がめぐ り胴部が球形に張る鉢の外面全

体に赤漆がかけられ，さらにその上に黒漆の細線で渦

巻き紋様を描いた土器です．縄紋時代の漆工芸の水準

を示す費諏な資料といえます，高さ15.5cm 径23.6cm.

山形県立うきたむ風土記のI予考古舒料館では平成8

年10月11:1から11月30日まで押出逍跡の特別展が開か

れます．詳細は合0238-52-2585 (費料館）まで．

ヘ

深鉢形土器
くし

赤漆櫛残欠
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佐藤高義（米沢市徳町）

辿跡発掘の作業も順調に進み，今Hは待ちに待った

移植コテでの土おこしだ．皆の頻も何か期待で輝いて

いる． 上の粒一つ一つに目を光らせ，丹念に掘 り探る

手にも自然に力がこもる．

これは中世人のロマンに没れる賄い仕事だ．カチ

ン！と界様な音に，作業貝みんなの視線がコテ先に集

まる．「あっ上器だ ！」少しずつ姿を現す土器にも掘

る人ならではの感動が伝わってくる．

いにしえ人の生活の知忠に触れた喜びに，疲れも忘

れて粘っこい土を採っては箕に収める負重な体験を，

私は生涯忘れることはない．

ヘ

・. 編 集 後 記 ・.
伊

藤

薫
●今年は暑くなるのが心持ち遅く，今月に入りよう

やくミンミンゼミの声が開こえてきました．発掘調

査も最盛期を迎え，どんな未知のものがでてくるの

か，そしてそれを皆さんに紹介するのが楽しみです．

ただいま10月の全挫文協の研修会の準りiiiに精力を條

けています．（安1n
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